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　毎年９月１日は防災の日です。1923年９月１日、10万人以上の死傷者を出した関東大震災を
きっかけに、台風や高潮、津波、地震などの災害における認識を深め、それらへの心構えを育
成するため、1960年に制定されました。
　また、９月１日を含む８月30日から９月５日までの一週間は、防災週間として定められてい
ます。

１ 巨大地震の被害想定が公表　～早めの避難が生死を分ける～
　日本海溝・千島海溝沿い巨大地震が発生した際の被害想定が、北海道により公表されました。
　夏の昼間、冬の夕方、冬の深夜の３つに分け、建物や人的被害を推計しています。
　広尾町内における被害想定は次のとおりです。

○建物被害（全壊棟数）（棟）

○津波による人的被害（死者数）（人）

○低体温症要対処者数（人）

※�人的被害が「冬の夕方・深夜」より「夏の昼」の方が多い理由は、津波浸水想定区域内にある
十勝港や中広尾地区に日中多くの従業者がいるためです。

※掲載スペースの都合上、一部抜粋としています。
　より詳しい被害想定や他市町村の被害想定は、以下の URL からご覧いただけます。
　https://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/ktk/122089.html
　北海道 HP　『日本海溝・千島海溝沿い巨大地震の被害想定について』

／防
もしもの時に備え、しっかり対策を

９
１ 日災 の防

夏・昼 冬・夕 冬・深夜
建物被害 530 600 600

夏・昼 冬・夕 冬・深夜

低体温症要対処者 60

夏・昼 冬・夕 冬・深夜
すぐに避難する人の

割合が20％ 260 210 170

すぐに避難する人が増えると・・・

⬇
すぐに避難する人の

割合が70％ 60 50 60

被害約７割減
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〇早期避難のためには　～日頃の準備が重要です～

　想定では、早めの避難により、人的被害（死者）を大幅に減らすことができるとされていま
す。
　早期避難のためには、災害に対する「備え」が重要です。日頃から、非常用持出品の準備や
ハザードマップで避難経路の確認を行いましょう。
　非常用持出品は、「両手が使えるようリュックに入れ」、「背負って走れる重さを目安に」、「す
ぐ持ち出せる玄関近くに常備」を心がけましょう。
　また、停電時でも町からの防災情報を入手できるよう、各家庭に貸出している防災行政無線
の戸別受信機の電池交換をお願いします。

〇津波避難対策「特別強化地域」の指定に向けて
　今年５月に同巨大地震にかかる特別措置法が改正され、国から「特別強化地域」に指定（今
年の秋頃の予定）された地域は、避難場所や避難路等整備費用に対する国による財政支援のか
さ上げを受けることができます。広尾町は、この指定を受ける見込みであり、関連計画の改定
や避難路等整備の事業計画を作成し、町民の皆さまが円滑に避難できるよう防災・減災対策に
取り組んでいきます。

２ ４年に１度の総合防災訓練を実施します
　本町では毎年防災に対する意識を高めるために防災訓練を実施していますが、今年は４年に
１度実施している大規模な総合防災訓練を実施します。
　災害時に迅速な対応をとるには、平時から災害に対する心構えが不可欠です。お誘い合わせ
のうえ、ぜひ多くの皆さんのご参加をお待ちしています。

令和４年度　総合防災訓練
●日　時　　９月28日（水）	第１部　午前９時30分～　　
	 第２部　午前10時50分～12時30分（予定）

●対　象　　第１部　音調津、桜、山フンベ、中広尾、上浜、入舟町、９丁目（一部）の各町内会
　　　　　　　　　　十勝港地区、中広尾地区の事業所及び従業員
　　　　　　　　　　※昨年７月に北海道から新たな津波浸水想定が公表されたことに伴い、
　　　　　　　　　　　参加対象町内会・事業所が変更となりました。
　　　　　　第２部　全町民（無料送迎バスがあります。詳しくは別途案内するチラシをご覧ください。)

●会　場　　第１部　各緊急避難場所
　　　　　　※より早く、安全に避難できるよう緊急避難場所を見直しました。
　　　　　　　詳しくは、別途案内チラシでお知らせします。

　　　　　　第２部　十勝港第４ふ頭　十勝港ターミナル付近（会所前６丁目）
　　　　　　※�巡視船を使用した移送訓練を実施するため、訓練会場として十勝港を使用します。
　　　　　　　十勝港は、実際に災害が発生した場合の緊急避難場所ではありません。

小雨決行
荒天中止
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３ 防災ハザードマップを更新します

〇広尾町防災ハザードマップ（津波）
　昨年度に北海道より新たな津波浸水想定が公表され、本町が津波災害警戒区域に指定された
ことに伴い、町では今年度、津波の浸水域を示す「広尾町防災ハザードマップ」の見直しを進
めています。
　新しいハザードマップでは、従来の A1判のマップに加え、津波災害に関する学習情報を掲
載したA4判の冊子も併せて作成し、町内各世帯および関係事業所に配布する予定です。

　津波防災ワークショップを開催しました

　新たに更新する防災ハザードマップ作成について、関係する町民や事業所従業員の皆さんか
ら意見を伺うため、津波浸水想定区域内の町内会および事業所を対象に、６月２５日（土）に
音調津総合センター、６月２９日（水）に児童福祉会館で「津波防災ワークショップ」を開催
しました。
　このワークショップでは、津波災害についての講話後、ハザードマップに関することや避難
上の課題などについて、意見交換を行いました。

《令和４年度総合防災訓練　実施内容》
第１部　住民避難訓練
　��午前９時30分頃に防災無線（屋外拡声機、戸別受信機）により大津波警報及び避難指示を伝
達しますので、その場で身を守る行動をとり（対象町内会以外の方も含む）、対象地域の皆様は、
直ちに指定された緊急避難場所に原則徒歩（※）で避難してください。
※歩行が困難な方及びその支援者や緊急避難場所まで30分以内に避難できない方を除く

第２部　関係機関による各種訓練
１．被災者移送訓練
　　陸上自衛隊ヘリコプターや海上保安署の巡視船とかちにより、空と海から被災者を移送します。
２．被災者救出・搬送訓練
　　自衛隊と消防がそれぞれ、倒壊家屋や車両に閉じ込められた住人を救出搬送します。
３．炊出し・配給訓練
　　自衛隊と赤十字奉仕団が協力してカレーライスを作り、来場者に提供します。
　　新型コロナウイルス感染症対策のため、配給する料理は持ち帰りとします。
４．各種展示ブース出展、巡視船とかち一般公開
　　�パネルによる災害活動の取組紹介や、各種防災資機材の展示、防災車両や電気自動車の展示・

デモを行います。また、訓練で使用する「巡視船とかち」の一般公開もあります。
　※天候や新型コロナウイルスの感染状況により、内容が変更となる場合があります。

〇第２部訓練会場まで送迎バスを運行します
　第１部の訓練終了後、各避難場所から第２部訓練会場までバスで送迎します。
　また、第１部の対象町内会以外の方向けに、事前申込制の送迎バスを運行します。バスの停車
場所や時間など、詳細は別途案内するチラシをご覧ください。なお、自家用車での来場も可能です。
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〇広尾町ＷＥＢ版防災ハザードマップ
　町では、現在更新を進めている津波防災ハザードマップと土砂災害ハザードマップの２種類
を作成していますが、これらの情報や洪水浸水想定区域、避難場所をインターネットの地図上
に重ね合わせることができる「WEB 版防災ハザードマップ」を今年度中に作成します。
　WEB 版防災ハザードマップでは、スマートフォン等の GPS 機能を活用して、自宅周辺の災
害警戒区域の確認や最寄りの避難場所を容易に確認することができます。
　公開は今年度末を予定しています。公開の際には、広報ひろおや公式ウェブサイトでお知ら
せします。

　ここでは、本ワークショップの参加者から寄せられた意見・課題等の一部を抜粋してご紹介します。

活発な意見交換のようす（音調津総合センター） 防災講話を熱心に聞く参加者（児童福祉会館）

【避難上の課題・意見】

・冬の夜中の避難が不安
・避難経路の速やかな除雪が必要
・津波浸水想定地域の除雪体制の強化が必要
・冬の避難訓練が必要
・音調津大橋から西側に住む人の避難所がな
い

・古い住宅が多いので、耐震性に不安がある
・高齢者の足だと20分以上歩くのは困難

・車で避難する際に、十勝港からの避難経路
が少なく、渋滞する心配がある。

・職場の全従業員に対してハザードマップの
内容を周知していない

・大地震を想定した冬場の十勝港内での除雪
体制について、町で検討することが必要

【ハザードマップに対する意見】

・事業所にハザードマップを配布する際に、事業所によって必要数が異なるので、あらかじ
め希望数を聞いてから配布してほしい

・各避難所の収容人数がわかれば、ひとつの避難所に避難者が集中することを回避できると
思うので、各避難所の収容可能人数をマップに載せてはどうか

・港からの避難経路が明確にわかれば良いと思う
・避難場所まで最短経路を選択できるよう、避難階段をよりわかりやすい形でマップに示す
と良い

・十勝港の中にも高い建物があるので、建物の高さをマップに示せば緊急的な避難場所にな
るのでは

・徒歩や自動車で避難する際のルールを町で検討し、ハザードマップに掲載してほしい

防災に関するお問い合わせは　 企画課企画防災係　☎２－０１８４
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新型コロナの影響で開催できなかった十勝港海上花火大会が８月６日（土）に３年ぶりに開催されました。
規模を縮小しての開催となりましたが多くの来場者が訪れ、広尾の食や屋台、花火を楽しんでいました。

～十勝港海上花火大会を取材して～　　　　　　　　　　     　　　町民通信員 堀田　希
会場の皆さんにインタビューしたところ「広尾に来て初めての大きなイベントで楽しみ」「6000発の花火を
楽しみに仕事を休んできた」などの声を聞くことができました。
　迎える側も来場する側も、心から十勝港まつりを楽しんでいる様子に、私自身元気をいただきました。イン
タビューも初めてでしたが、楽しい経験になりました。

ご協賛ありがとうございました。
イタックス㈱、㈱エイチ・シー・シー、十勝グレーンセンター㈱、とかち飼料㈱、十勝道路㈱、東日本冨士
新道路㈱、丸紅㈱、㈱やました商店（50音順、敬称略）

各店舗に長い行列ができ、会場は大盛況各店舗に長い行列ができ、会場は大盛況

広尾の特産品に多くの人が舌鼓をうちました広尾の特産品に多くの人が舌鼓をうちました

真剣なまなざしで賞品をねらう子供たち真剣なまなざしで賞品をねらう子供たち

感染対策として、会場の入口では、
来場者の検温を実施しました
感染対策として、会場の入口では、
来場者の検温を実施しました

豊似小学校運動会
　７月21日（木）に、「☆白熱したチームワークを☆～コロナに負けない速さで！～」
をテーマに豊似小学校運動会が開催されました。このページでは当日の様子を写真
で紹介します。

ソーラン！
ソーラン！

タイミングを
合わせて
キャッチ！

６年生は
おそろいの
Ｔシャツで参加

全力で
引っ張れー！！

追いつかれる～

落とさない
ように・・・

息を合わせて
ぐるぐる
ハリケーン！

小さい子は
お菓子を
貰いました
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新 型 コ ロ ナ 関 連 情 報

～新型コロナウイルスに感染した時の対応について～
　新型コロナウイルス感染症が流行しています。基本的な感染対策の強化と、もしもの時に備えてこれらに沿っ
たご対応をお願いします。陽性者の方、同居家族の方の対応については帯広保健所の指示をご確認ください。

発症日の翌日から

10日間
（症状軽快後、72時間経過）

〇感染対策を講じていなかった場合

症状がないことが前提
感染者発症日（無症状の場合は検体採取日）または

住居内で感染対策を講じた日のいずれか遅い日の翌日から

５日間

症状がないことが前提

検体採取日の翌日から

７日間
（療養期間内に症状が現れたら、

その翌日から10日間）

〇感染対策を講じていた場合

感染者の療養期間

濃厚接触者の待機期間

感染者との最終接触日の翌日から

一定期間（目安５日間）の外出自粛 外出制限なし

有症状者

①同一世帯での対応　保健所が対応

②事業所での対応　接触者が判断

無症状者

8広報ひろお　2022年（令和４年）９月号



新 型 コ ロ ナ 関 連 情 報

※①・②・③ともに本人、事業所の判断により最終接触日の翌日から２，３日目の検査により陰性確認ができ
れば３日目で待機解除することも可。
　ただし、③については一定の条件のもと、毎日の検査により陰性確認ができれば、業務従事可。
※①・②・③ともに、検査をして待機解除しても、７日間が経過するまでは、自身による健康状態の確認や
不要不急の外出自粛、マスク着用等の感染対策をお願いします。

「かかりつけ医」　または
「北海道新型コロナウイルス感染症　健康相談センター」
24時間相談窓口　0120－501－507
・ご連絡・ご相談が必要な場合については北海道のホームページを参考にしてください。

症状がないことが前提
感染者との最終接触日の翌日から5日間

体調不良やその他のご相談窓口

家庭内でできる“９つの対策”

【お問い合わせ】　健康管理センター　☎ 2-5122

③医療機関等・保育所等での対応
医療機関は保健所、保育所等は管理者が判断

部屋を分ける

こまめに手洗い

洗濯物
感染者以外の家族は、
使い捨て手袋を使うなど、
直接手が触れないように
扱う（普通に洗います）

マスクの着用

窓をあけて換気

ゴミ
感染者以外の家族が使い捨
て手袋を使うなど、直接手
に触れないようにする。
袋をしっかり縛り３日程度
放置してから処分。

手の触れる部分の消毒

食事は距離をとる
( 感染者は別室で )

日常からの常備食
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わ
の

Ｖｏｌ．6　１７の目標（ゴール）⑤

広げよう！ＳＤＧｓの17の目標
（ゴール）と広尾町の
取組を紹介します。
公式ウェブサイトで
もＳＤＧｓについて
紹介していますので
ご覧ください。

　広尾町では、今年３月に光サービスの
未整備地区の工事が完了しました。
　これにより、町内の全地域で光サービ
スが利用できるようになりました。

道路や電気、水道、インターネット
などのインフラは、安全で健康な暮
らしと経済成長の基盤となるよ。み
んなが安心して暮らせるように、社
会全体が豊かになるように、インフ
ラを整備していくことが大切だね。

・不要な照明は消しましょう。
・リビングや寝室の照明の
明るさを下げましょう。

・冷やし過ぎを避け（強→中）、扉を
開ける時間を減らし、食品を詰め
込みすぎないようにしましょう。
（食品の傷みにはご注意ください）

本体の主電源を切
り、長時間使わない
機器はコンセント
からプラグを抜き
ましょう。
（テレビ、パソコン
など）

問：企画課企画防災係　☎２－０１８４

今月の担当者の SDGs 行動宣言　【不要な照明などはこまめに消して、節電に努めます！】

広尾町の取り組み
光サービスの整備

道路や交通機関、電気・水道やインターネットを整備して、
みんなが豊かに生きられるようにしよう！

めざそう！ゼロカーボン Vol.５

～ save the earth ～

≪今月の担当は「企画課」です≫

省エネ・節電のススメ！
皆さんのご家庭で今すぐ取り組めることから、
ゼロカーボン行動を始めてみませんか。

照明 冷蔵庫

待機電力
削減

広尾町敬老会を開催します広尾町敬老会を開催します
　町では、令和４年度敬老会を下記の日程にて、開催します。
　今年度の敬老会は、新型コロナウイルス感染予防対策として、会場内での飲食の提供
は行ないません。
　また、「３密」を防ぐため、開催地区を整理・統合したうえ、対象となる方には別途
はがきでご案内します。開催時間については、はがきにてご確認ください。
　皆様のご理解とご協力をお願いします。

※マスクの着用、検温、手指の消毒などご協力をお願いします。

【お問い合わせ　保健福祉課福祉係　☎２－０１７２】

【豊似市街、紋別、東豊似町内会の方】
○日時：令和４年９月１２日（月）
　　　　１４：００から
○会場：広尾町農村環境改善センター
　　　　ホール

【豊似地区以外の町内会の方】
○日時：令和４年９月２２日（木）
　　　　午前の部　１０：００から
　　　　午後の部　１４：００から
○会場：広尾町児童福祉会館
　　　　２階　ホール

　この春広尾高校を卒業し、４月に町内の企業へ就職した方をご紹介

します。今回は「十勝海運㈱」に就職したお二人にご協力いただきま

した。

ご協力ありがとうございました。将来の目標に向かって頑張ってください！

頑張れ、頑張れ、
vol.11 広尾っ子

①仕事への抱負

②「広尾町」の印象

③性格

①�早く仕事を覚えて

職場の役に立ちた

い

②海があるところ

③ポジティブ

好きなもの・趣味　
ゲーム、ドライブ

今一番欲しいもの
車

将来の夢
十勝海運㈱の社長

①安心して仕事を任
せてもらえるように
なりたい
②自然豊かなところ
③めちゃくちゃ元気
今一番欲しいもの
iphone13
将来の夢
海外旅行
座右の銘
Only� I� can� change�
my�life.
No�one�can�do�it�for�
me. 坂坂

さかもとさかもと

本本　　愛愛
あ い こあ い こ

子子さんさん

ばがん

石石
いしむらいしむら

村村　　志志
か い がか い が

雅雅さんさん
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タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

広尾高校生が
木製ランタン作成協力

広尾町まちづくり町民みらい会議

情報モラルに関わる講演会

故・須藤貞一さんに叙勲伝達

木製ランタン早作り競争！

広尾町でアウトドア！

ＳＮＳとの関わり方を学ぶ

地方自治の発展に貢献

広尾高校２年生23人が、大丸山森林公園サンタランドで
10月に点灯予定の木製ランタン作成に協力しました。冒
頭で地域おこし協力隊より作り方の説明を受けたあと、早
速作業を開始。各々ランタン作成に没頭していました。ま
た、最後にはランタン早作り競争を実施し、田中蘭さんが
１位で入賞。賞品の製品版木製ランタンを受け取りました。
田中さんは「自分の故郷原産のものを使ってモノ作りをす
るのが新鮮で楽しかった」と話しました。

今年度１回目の広尾町まちづくり町民みらい会議が、「ア
ウトドアによるまちづくりの可能性」をテーマに開催され
ました。ワークショップでは、過去あった・現在ある町の
良いところ、未来に欲しいものを出し合い、今後欲しいも
のとして道の駅や釣り堀、温泉といった意見が出されまし
た。参加した広尾高校生の遠藤楓さんは「最初は緊張した
けど、グループのメンバーが良い人たちで楽しめたし、色々
な意見を聞けて良かった」と話しました。

上士幌町教育委員会の二宮翼氏と深川優菜氏を講師に招き、
広尾中学校（伊澤理紀校長）の生徒を対象に情報モラルに
関わる講演会が開催されました。講演では、ＳＮＳやイン
ターネットとの関わり方や活用方法、メディアリテラシー
の高め方について話がありました。最後に生徒代表の齊藤
敬
ひ ろ や

也さんが「インターネットを使うためにどのような力が
必要か、どう行動すべきか学べた。今後の生活に活かした
い」とお礼の言葉を述べました。

元広尾町議会議員で、５月18日にご逝去された須藤貞一さ
んに旭日単光章が授与され、村瀨町長からご遺族に勲記と
勲章が伝達されました。須藤さんは昭和59年から町議会議
員を３期12年務め、その功績を讃えて授与されました。妻
の照子さんは「名誉なことで、ありがとうございます」と
話しました。

7/
11

7/
11

7/
11

7/
11

作成に協力した高校生たちと職員作成に協力した高校生たちと職員

意見を出し合う参加者意見を出し合う参加者

生徒に語りかける二宮氏生徒に語りかける二宮氏

左から、村瀨町長、須藤照子さん左から、村瀨町長、須藤照子さん
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夏の交通安全キャンペーン

マツカワ栽培漁業

令和４年度殉公者追悼式

「広尾町の食資源」開発・伝承
プロジェクト会議

飲酒運転をなくそう

町の水産資源回復を図る

恒久平和を誓い献花

食の魅力ＰＲを推進

夏の交通安全運動に伴い、町内の事業所・関係機関による
交通安全キャンペーンが実施されました。冒頭に柴田昌則
広尾警察署長から「飲酒運転は絶対にしないという決意で
町内の交通事故防止に努めてほしい」とあいさつ。その後
参加者約50名が十勝神社前の国道336号で旗波活動を行い、
安全運転を呼びかけました。参加した方は「繁忙期や観光
シーズンを迎え人の流れが多くなるので、広尾から悲惨な
事故が無くなるよう安全運転に努めたい」と話しました。

マツカワ栽培漁業の一環である稚魚の搬入が、旧シーサイ
ドパーク水族館の魚類飼育試験施設で行われました。本事
業は「つくり育てる漁業」を目指し平成３年から継続的に
実施しているもので、担当職員は「町の水産資源のひとつ
であるマツカワの漁獲量増加のために尽力したい」と話し
ました。なお、搬入されたマツカワの稚魚は一定の期間飼
育した後、半数が８月９日、10日に海へ放流されました。
残りは11月に放流する予定です。

戦没者を追悼する殉公者追悼式が児童福祉会館大ホールで
行われ、15人が参列しました。黙とう後、村瀨町長、堀
田成郎議長、広尾町殉公遺族会北藤利通会長が追悼の言葉
を贈り、参列者がそれぞれ戦没者に献花しました。追悼の
言葉のなかで村瀨町長は「尊い犠牲の上に今があることを
忘れずに、過去を顧みて次の世代へ平和な暮らしを繋げて
いきたい」と話しました。

食資源の優位性を活かした新商品の開発と、次世代への食
文化の伝承により、食の魅力を町内外に発信する「広尾町
の食資源」開発・伝承プロジェクトの第１回会議が開催さ
れました。会議では、中心となって事業を進める中村麻矢
地域おこし協力隊員が商品のデザイン変更や缶詰おつまみ
の開発など、現時点でのアイディアを発表し、それについ
て委員と意見交換が行われました。今後は会議以外の場で
も各分野の委員と協力し、事業の実現を目指します。

7/
13

7/
21

7/
13

7/
25

旗波で通行車両に安全運転を呼び掛ける参加者旗波で通行車両に安全運転を呼び掛ける参加者

稚魚を水槽に移す職員稚魚を水槽に移す職員

式の様子式の様子

委員に事業内容を説明する中村隊員委員に事業内容を説明する中村隊員
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北海道広尾高校存続対策協議会

大丸山森林公園　夜の昆虫観察会

広尾町農活チャレンジ応援事業

図書館まつり

広尾の未来を守る

どんな虫がいるのかな？

酪農を肌で感じる

たくさんの本に触れて

広尾高校存続協議会がコミセン２階大ホールで開催され、
委員16人が参加しました。会議では今年度の事業計画や
予算等について協議された他、存続に向けた情報・意見交
換が行われました。本協議会長である村瀨町長は「生徒や
部活動の活躍が顕著であることから、何としても存続でき
るよう協議していきたい」と話しました。なお、昨年度か
ら要望している２間口確保についての要望書は、８月３日
に道教委に提出されました。　

放課後に子どもたちと地域住民の交流の場を作る活動をす
る「パオバブ（包場部、松田健司代表）」が、さらべつ昆虫
研究所の斎藤彦馬所長を講師に招き、大丸山森林公園で夜
の昆虫観察会を実施しました。この日は13人の児童とその
保護者が参加。午後７時から約２時間公園内を散策し、ク
ワガタなどの昆虫を捕まえ、斎藤所長に色々な質問をして
いました。参加した髙坂樹

いつ

生
き

さんは「大きいカブトムシを
見つけられて良かった」と感想を話しました。

広尾町農活チャレンジ応援事業の今年度１人目の参加者が、
㈱マドリンで酪農作業を体験しました。参加した佐賀祐奈
さんは、大学の研究等で酪農家に接する機会が多いことか
ら、実際に作業を体験して理解度を高めるため参加を申し
込んだとのことです。佐賀さんは「作業は当初想像してい
た以上に難しく大変だったが、徐々に慣れることができて
良かった。子牛の出産に立ち会うこともでき、非常に充実
した１週間となった」と話しました。

図書館まつりが児童福祉会館2階大ホールで開催され、約75
人が参加しました。新型コロナの影響で3年ぶりの開催とな
りましたが、おはなし会には多くの親子が参加し、大型絵本
や紙芝居パネルシアターを楽しみました。また、同日に実施
した本と雑誌のリサイクル市では、合計733冊の本や雑誌を
無料配布しました。参加した方は「絵本や雑誌がいっぱいあっ
てすごい。おはなし会も楽しかった」と話しました。
(文、写真：町民通信員　中川真美 )

7/
26

7/
30

7/25
～ 29

7/30
～ 31

会議の様子会議の様子

見つけた昆虫の説明を聞く子どもたち見つけた昆虫の説明を聞く子どもたち

搾乳作業の様子（写真提供：ＪＡひろお）搾乳作業の様子（写真提供：ＪＡひろお）

おはなし会の様子おはなし会の様子
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第34回反核平和の火リレー

無縁仏供養祭

子ども料理教室

魚霊祭

核兵器廃絶を願って

供養碑に眠る方を弔意

夏のメニューを調理

安全操業・大漁を祈願

今年も核兵器廃絶や原発再稼働反対、憲法９条の解釈変更
反対などを訴える「反核平和の火リレー」が行われました。
出発式では増田隼人さんが参加者を代表して村瀨町長に平
和行政の推進を要請。その後小雨が降る中、参加した６人
のランナーたちは町内を走り、平和の火は隣の大樹町に引
き継がれました。また町でも８月２日から16日までの期
間中、役場庁舎で原爆パネル展を開催し、「核兵器廃絶・
平和の町」としての姿勢を示しました。

身寄りのないまま町内で亡くなった方を慰める無縁仏供養
祭が茂寄墓地の供養碑・無縁地蔵前で開かれました。この
日は町、町議会、広尾漁協などから９人が参列。同碑前に
設けた祭壇に焼香しました。焼香後、広尾町仏教会の下森
現勇代表が「今の生活があるのはここに眠る方を始めとす
る多くの先人達のおかげ」とあいさつ。その後、参列者を
代表して村瀨町長が「供養碑に眠っている方々に想いを馳
せながら暮らしていくことが大事」と話しました。

８月４日、５日の各日、広尾町健康管理センターで子ども
料理教室が開催されました。この日は小学生12人が参加。
はじめに夏休み中の食生活についてのお話を聞いた後、夏
野菜カレーライス、きゅうりとワカメのサラダ、ヨーグル
トゼリーの３品を食生活サポーター、役場職員と一緒に作
りました。参加した下森華乃さんは「家では料理できない
けど、自分で料理をして楽しかった。おいしくできて良かっ
たです」と感想を話しました。

広尾漁業協同組合（亀田元教組合長）による魚霊祭が漁協
市場で行われ、同協同組合関係者20人が参列しました。
広尾町仏教会（下森現勇代表）の住職４人の読経の中、参
列者は焼香を行い、魚介類の恵みに感謝して霊を慰めまし
た。亀田組合長は「コロナ禍や物価高騰など厳しい状況が
続くが、この局面を仲間と協力し乗り切りたい」と話しま
した。また祭典後には、大漁祈願などと書かれた灯籠船を
海に流し、航海の安全や漁業の発展を祈りました。

8/
2

8/
5

8/
5

8/
8

平和の火を掲げて走るランナーたち平和の火を掲げて走るランナーたち

焼香する村瀨町長（右）、堀田成郎議長（左）焼香する村瀨町長（右）、堀田成郎議長（左）

三人仲良くゼリー作り♪三人仲良くゼリー作り♪

灯篭船を漁船に積み込む様子灯篭船を漁船に積み込む様子
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集
人
数･

給
料･

応
募
資
格

※
次
の
金
額
は
最
低
賃
金
額
で
す
。

　
経
験
年
数
に
よ
り
算
定
し
ま
す
。

　
臨
時
職
員
も
昇
給
あ
り
ま
す
。

（
正
規
職
員
）

・
薬
剤
師　
１
人

　
月
額
：
１
８
８
，
４
０
０
円
～

　
資
格
：
薬
剤
師
免
許
の
有
資
格
者

・
看
護
師
・
准
看
護
師　
若
干
名

　
月
額
（
看
護
師
）：

�

２
０
０
，
７
０
０
円
～

　
月
額
（
准
看
護
師
）：

�

１
６
５
，
３
０
０
円
～

※
別
途
夜
勤
手
当
等
各
種
手
当
あ
り

資
格
：�

看
護
師
又
は
准
看
護
師
免
許
の

有
資
格
者

・
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士　

�

若
干
名

　
月
額
：
１
７
７
，
４
０
０
円
～

　
資
格
：�

理
学
療
法
士
又
は
作
業
療
法

士
の
有
資
格
者

・
医
療
事
務
職
員　
１
人

　
月
額
：
１
５
４
，
９
０
０
円
～

　
資
格
：
１
年
以
上
の
実
務
経
験
者

（
臨
時
職
員
）

･

看
護
助
手
（
病
棟
業
務
）　
若
干
名

　
月
額
：
１
５
３
，
９
０
０
円
～

　
※�

経
歴
、
資
格
（
介
護
福
祉
士
）
の

有
無
に
よ
り
算
定
し
ま
す

　
※
別
途
、
夜
勤
手
当
等
あ
り

　
資
格
：
60
歳
未
満
の
健
康
な
方

○
雇
用
期
間　

　
10
月
１
日
～

○
応
募
方
法

　

�

履
歴
書
（
顔
写
真
貼
付
）
に
各
免
許

証
を
添
え
、
国
保
病
院
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

○
試
験
方
法　

　
面
接
（
全
員
）

○
試
験
日
時
・
場
所

　
後
日
、
応
募
さ
れ
た
方
へ
通
知

問　
国
保
病
院
総
務
係

　
　
（
☎
２
・
３
１
１
１
）

保
育
園
（
所
）
職
員　
募
集

○
募
集
職
員

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

・
調
理
員
（
フ
ル
タ
イ
ム
同
様
）
１
人

　
日
給
：
５
，
３
４
０
円
～

・
調
理
員
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
）
１
人

　
時
給
：
８
９
０
円
～

　
応
募
資
格
：

　
　

�（
フ
ル
タ
イ
ム
・
パ
ー
ト
タ
イ
ム

と
も
に
）
調
理
師
免
許
を
お
持
ち

の
方
ま
た
は
調
理
業
務
に
意
欲
の

あ
る
方

　
勤
務
場
所
：
ひ
ろ
お
保
育
園

・
代
替
清
掃
員　
１
人

　
時
給
：
９
９
０
円

　
勤
務
場
所
：
豊
似
保
育
所

○
雇
用
期
間

　
10
月
１
日
～
（
更
新
あ
り
）

○
応
募
方
法

　

�

９
月
20
日
（
火
）
ま
で
に
履
歴
書
（
顔

写
真
貼
付
）
を
児
童
係
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

○
選
考
方
法
・
日
時
等

　

�

面
接
を
行
い
ま
す
。
応
募
さ
れ
た
方

に
別
途
通
知
し
ま
す
。

問　
児
童
係
（
☎
２
・
０
１
７
２
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
職
員募集

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

○�

職
種
・
募
集
人
数
・
給
与
・
応
募
資

格
・
業
務
内
容
・
勤
務
時
間

・
看
護
師
（
常
勤
又
は
パ
ー
ト
）

　
月
給(

常
勤)

：
２
３
９
，
５
０
０
円
～

　
時
間
給(

パ
ー
ト)

：
１
，
５
６
１
円
～

　
※
経
歴
等
に
よ
り
算
定
し
ま
す

　
資
格
：�

看
護
師
又
は
准
看
護
師
免
許

を
お
持
ち
の
方

・
介
護
員
（
常
勤
）　
若
干
名

　
月
給
：
１
５
３
，
９
０
０
円
～

　
※�

介
護
福
祉
士
資
格
の
有
無
に
よ
り

算
定
し
ま
す

　
資
格
：
65
歳
未
満
の
健
康
な
方

　
業
務
内
容
：�

入
所
者
の
入
浴
・
排
泄
・

食
事
介
助
等

・
介
護
員
（
パ
ー
ト
）　
若
干
名

　
時
間
給
：
１
，
０
０
６
円
～

　
資
格
：
65
歳
未
満
の
健
康
な
方

　
業
務
内
容
：�

入
所
者
の
食
事
介
助
・

入
浴
介
助
・
水
分
補
給

　
勤
務
時
間
：
１
日
５
時
間
程
度

○
応
募
方
法

　

�

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
履
歴
書

（
顔
写
真
添
付
）を
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
選
考
方
法
・
日
時

　

�

面
接
を
行
い
ま
す
。
応
募
さ
れ
た
方

に
通
知
し
ま
す
。

問　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
（
☎
２
・
２
１
２
７
）

ス
ク
ー
ル
バ
ス
代
替
運
転
手
兼

巡
回
公
務
補　
募
集

○
募
集
人
数

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
代
替
運
転
手

　
兼
巡
回
公
務
補　
１
人

○
雇
用
期
間

　
10
月
１
日
～
（
予
定
）

○
時
給

・
運
転
手　
　
　
１
，
８
０
０
円

・
巡
回
公
務
補　
１
，
２
５
２
円

○
応
募
資
格

詳しくは、ＱＲコードからアクセスし、ご覧ください。
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�
65
歳
未
満
の
健
康
な
方
で
大
型
自
動

車
運
転
免
許
取
得
者

○
応
募
方
法

　

�

履
歴
書(
写
真
貼
付)

を
管
理
課
総

務
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
選
考
方
法　
面
接
試
験

○
面
接
日
時

　
後
日
、
応
募
さ
れ
た
方
へ
通
知

問　
管
理
課
総
務
係

　
　
（
☎
２
・
０
１
８
６
）

お
知
ら
せ

奨
学
金
返
還
支
援
助
成
金

第
２
期
申
請
は
９
月
末
ま
で

　
今
年
度
か
ら
新
た
に
開
始
し
た
「
奨

学
金
返
還
支
援
事
業
助
成
金
」
の
第
２

期
（
７
月
～
９
月
分
）
の
申
請
期
限
は

９
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
７
月
～
９
月

分
の
助
成
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
対
象
と
な
る
方
は
忘
れ
ず

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
第
１
期
で
申
請
を
さ
れ
た
方

は
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
支
給
対
象

　

�

町
内
の
事
業
所
等
で
働
い
て
い
る
満

35
歳
以
下
の
広
尾
町
の
住
民
で
、
現

在
奨
学
金
の
返
還
を
行
っ
て
い
る
方

○
支
給
額
・
期
間

　

�

返
還
額
の
２
分
の
１
以
内
（
月
額
１

万
円
を
上
限
）、
最
大
10
年
間

※�

詳
し
く
は
、
町
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

問　
企
画
防
災
係(

☎
２
・
０
１
８
４)

９
月
１９
日
（
月
）
の
祝
日
は

燃
え
る
ご
み
を
収
集
し
ま
す

　
９
月
19
日
（
月
）
は
、「
敬
老
の
日
」

で
祝
日
で
す
。

　
役
場
な
ど
は
休
業
で
す
が
、
月
曜
日

に
「
燃
え
る
ご
み
」
を
収
集
し
て
い
る

区
域
だ
け
、「
燃
え
る
ご
み
」
を
収
集

し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
日
は
南
十
勝
環
境
衛
生

セ
ン
タ
ー
へ
の
「
ご
み
の
持
ち
込
み
」

は
で
き
ま
せ
ん
。

○
収
集
日

　
９
月
19
日
（
月
）〔
敬
老
の
日
〕

○
収
集
区
域

※
「
燃
え
る
ご
み
」
の
み
収
集
し
ま
す

問　
環
境
生
活
係(

☎�

２
・
０
１
７
１)

交
通
事
故
死
ス
ト
ッ
プ

十
勝
百
日
作
戦

　
９
月
１
日
（
木
）
～
11
月
30
日
（
水
）

ま
で
「
交
通
事
故
死
ス
ト
ッ
プ
十
勝
百

日
作
戦
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
一
斉
に
９
月
21
日
（
水
）

～
９
月
30
日
（
金
）
ま
で
「
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

○
高
齢
運
転
者
等
の
安
全
運
転
啓
発

　
年
齢
が
高
く
な
る
と
加
齢
等
に
よ
る

身
体
機
能
の
変
化
（
認
知
機
能
の
低
下
、

反
射
神
経
の
鈍
化
、
筋
肉
の
衰
え
等
）

が
運
転
に
影
響
し
ま
す
。
高
齢
者
マ
ー

ク
を
表
示
し
て
、
一
層
の
安
全
運
転
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
事
故
防
止

　
秋
口
は
特
に
、
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間

に
か
け
て
交
通
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

交
差
点
で
の
一
時
停
止
・
左
右
確
認
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
子
ど
も
の
飛
び
出
し
や
、
高

齢
者
の
横
断
歩
道
外
の
道
路
横
断
に
も

対
応
で
き
る
よ
う
、
安
全
な
速
度
で
運

転
し
ま
し
ょ
う
。

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
飲
酒
運
転
は
重
大
事
故
に
直
結
す
る

極
め
て
悪
質
・
危
険
な
「
犯
罪
」
で
す
。

一
人
一
人
が
「
飲
酒
運
転
を
絶
対
に
し

な
い
、
さ
せ
な
い
」
こ
と
を
徹
底
し
、

飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

問　
広
尾
町
地
域
安
全
推
進
協
議
会

　
　
環
境
生
活
係
（
☎
２
・
０
１
７
１
）

　
　
広
尾
警
察
署
（
☎
２
・
０
１
１
０
）

令
和
４
年
度
就
業
構
造基本

調
査

　
総
務
省
統
計
局
で
は
、
10
月
１
日
現

在
で
就
業
構
造
基
本
調
査
を
実
施
し
ま

す
。

　
こ
の
調
査
は
、
日
本
の
就
業
・
不
就

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
統
計
法
に
基
づ
き
実
施
す

る
国
の
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

　
よ
り
便
利
に
皆
様
に
ご
回
答
い
た
だ

く
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
っ
て
、
簡
単
に
回
答
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
９
月
下
旬

か
ら
、
調
査
員
が
調
査
を
お
願
い
す
る

世
帯
に
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査
の
趣
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

問　
企
画
課
ふ
れ
あ
い
の
係

　
　
（
☎
２
・
０
１
８
４
）

お
買
い
物
券
の
使
用
に
つ
い
て

　
広
尾
町
介
護
予
防
・
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ポ
イ
ン
ト
制
事
業
で
活
動
ポ
イ
ン
ト

と
交
換
し
た
『
お
買
い
物
券
』
の
有
効

期
限
は
、
９
月
30
日
（
金
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
期
限
を
過
ぎ
る
と
使
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
忘
れ
ず
に
ご
使
用
く
だ
さ

い
。

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
２
・
３
３
７
０
）

該当町内会

音調津、桜、山フンベ、中広尾、
新生、野塚市街、野塚、豊似市街、
紋別、東豊似

上浜、入舟町、会所、
防人、緑町、朝日、
５丁目、６丁目

17 広報ひろお　2022年（令和４年）９月号



このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
住
宅
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
事
業
の
お
知
ら
せ

　
広
尾
町
商
工
会
に
加
入
し
て
い
る
町

内
業
者
が
施
工
・
販
売
す
る
新
築
・
建

売
購
入
・
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
奨
励
金
を
交

付
す
る
支
援
事
業
の
受
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
支
援
事
業
を
ご
利
用
の
方
は
、
工
事

の
着
手
や
契
約
前
に
事
前
届
出
書
の
提

出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
手
続
き
や
対
象
の
工
事
に
つ
い
て
な

ど
ご
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
工
事
の

着
手
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
広
報
５
月
号
を
ご
覧
に

な
る
か
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　

問　
商
工
観
光
係(

☎
２
・
０
１
７
７)

煙
体
験
テ
ン
ト
導
入

　
広
尾
消
防
署
で
は
、
新
た
に
煙
体
験

テ
ン
ト
、
ス
モ
ー
ク
マ
シ
ン
を
導
入
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
密
閉
さ
れ
た
テ
ン

ト
内
に
ス
モ
ー
ク
マ
シ
ン
で
白
煙
を
充

満
さ
せ
、
火
災
時
の
煙
の
怖
さ
や
避
難

方
法
な
ど
疑
似
体
験
が
で
き
る
訓
練
機

器
で
す
。

　
具
体
的
な
活
用
方
法
と
し
て
、
各
施

設
の
避
難
訓
練
、
町
内
会
の
自
衛
消
防

訓
練
及
び
火
災
予
防
フ
ェ
ス
タ
等
で
使

用
す
る
予
定
で
す
。

　
ご
利
用
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
広
尾
消
防
署
予
防
係

　
　
（
☎
２
・
２
７
３
０
）

ヒ
グ
マ
出
没
情
報
に
つ
い
て

　
ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報
が
町
内
各
地
か

ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
人
身
事
故
を

防
止
す
る
た
め
に
、
ヒ
グ
マ
を
誘
引
し

た
り
・
定
着
さ
せ
る
原
因
を
作
ら
な
い

よ
う
に
す
る
ほ
か
、
ヒ
グ
マ
が
出
没
す

る
場
所
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
広
尾
警
察
署
で
は
同
署
管
内

の
熊
出
没
危
険
個
所
マ
ッ
プ
を
公
開
し

て
い
ま
す
。
被
害
防
止
の
た
め
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

【
熊
出
没
危
険
個
所
マ
ッ
プ
】

　
　
　
　
　

問　
農
政
林
務
係(

☎
２
・
０
１
７
９)

　
　
広
尾
警
察
署(

☎
２
・
０
１
１
０)

ヒ
グ
マ
と
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

○�

複
数
で
行
動
し
、
音
で
人
の
存
在
を

知
ら
せ
ま
し
ょ
う

　
野
山
に
は
１
人
で
入
ら
ず
複
数
で
行

動
し
、
ク
マ
鈴
や
ラ
ジ
オ
等
を
持
つ
、

会
話
す
る
等
し
て
人
の
存
在
を
知
ら
せ

ま
し
ょ
う
。

○�

ヒ
グ
マ
出
没
情
報
等
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う

　
薄
暗
い
と
き
の
行
動
は
避
け
、
野
山

に
入
る
前
に
は
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
等
で

ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
広
尾
町
、
大
樹
町
の
ヒ
グ

マ
出
没
情
報
を
広
尾
警
察
署
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○�

残
飯
や
生
ご
み
の
処
理
に
は
注
意
し

ま
し
ょ
う

　
ヒ
グ
マ
は
い
っ
た
ん
ゴ
ミ
の
味
を
覚

え
る
と
、
そ
れ
を
目
当
て
に
ゴ
ミ
捨
て

場
な
ど
に
繰
り
返
し
出
没
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。ゴ
ミ
を
野
外
に
放
置
し
た
り
、

埋
め
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○�

フ
ン
や
足
跡
、
食
べ
た
跡
を
見
つ
け

た
ら
す
ぐ
に
引
き
返
し
ま
し
ょ
う

　
ヒ
グ
マ
の
フ
ン
や
足
跡
、
草
や
木
が

食
い
ち
ぎ
ら
れ
た
跡
等
を
見
つ
け
た
時

は
、
す
ぐ
に
引
き
返
し
ま
し
ょ
う
。

○
落
ち
着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ
う

　
万
が
一
ヒ
グ
マ
に
遭
遇
し
た
場
合
は

落
ち
着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。
逃
げ

た
り
、
騒
い
だ
り
、
慌
て
て
行
動
す
る

と
、
ヒ
グ
マ
を
興
奮
さ
せ
襲
わ
れ
る
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。
リ
ュ
ッ
ク
な
ど
の

持
ち
物
は
回
収
せ
ず
、
ゆ
っ
く
り
静
か

に
立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。

問　
広
尾
警
察
署
（
☎
２
・
０
１
１
０
）

北
海
道
水
資
源
の

保
全
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
北
海
道
で
は
、
水
資
源
の
保
全
に
関

す
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
、
豊
か

な
水
資
源
が
も
た
ら
す
恩
恵
を
現
在
と

将
来
の
世
代
が
享
受
で
き
る
よ
う
、
水

資
源
の
保
全
に
向
け
た
基
本
理
念
や
施

策
等
を
定
め
る
条
例
を
策
定
し
て
い
ま

す
。

　
水
資
源
保
全
地
域
に
指
定
さ
れ
た
区

域
内
で
土
地
取
引
行
為
を
行
う
場
合
、

土
地
の
権
利
者
は
『
契
約
締
結
の
３
か

月
前
』
ま
で
に
知
事
へ
届
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
北
海
道
総
合
政
策
部
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

問　

�

北
海
道
総
合
政
策
部
計
画
局
土
地

水
対
策
課
水
資
源
保
全
係

（
☎
０
１
１
・
２
０
４
・
５
１
７
８
）
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に

関
す
る
ご
案
内

〇
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は
、
令
和
５
年

10
月
１
日
か
ら
始
ま
る
消
費
税
の
仕
入

税
額
控
除
の
方
式
で
す
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
お
い
て
は
、
買

手
は
消
費
税
の
仕
入
税
額
控
除
の
た
め

に
、
原
則
と
し
て
、
売
手
が
交
付
す
る

イ
ン
ボ
イ
ス
を
保
存
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
売
手
が
イ
ン
ボ
イ
ス
を
交
付
す
る
場

合
は
、
登
録
番
号
の
記
載
が
必
要
で
あ

り
、
登
録
番
号
を
取
得
す
る
た
め
に
は

登
録
申
請
手
続
が
必
要
で
す
。

〇
登
録
申
請
手
続　

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま
る
令
和
５

年
10
月
１
日
か
ら
登
録
を
受
け
る
に
は
、

原
則
、
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
に
登

録
申
請
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

※�

期
限
間
近
に
は
申
請
が
集
中
し
、
処

理
に
一
定
の
時
間
を
要
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
申
請
を
予
定
さ
れ
て
い

る
事
業
者
の
方
は
早
期
提
出
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

〇�

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
・
登
録
申

請
相
談
会
の
ご
案
内

　
税
務
署
で
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

概
要
を
説
明
す
る
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

説
明
会
」
や
登
録
申
請
を
希
望
さ
れ
る

方
へ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た

登
録
申
請
手
続
を
説
明
す
る
「
登
録
申

請
相
談
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
、
札
幌
国
税
局
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問　

�

消
費
税
軽
減
税
率
・
イ
ン
ボ
イ
ス

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
０
１
２
０
・
２
０
５
・
５
５
３
）

不
動
産
の
相
続
登
記
は

お
済
み
で
す
か

　
土
地
・
建
物
の
所
有
者
が
死
亡
し
た

場
合
、
法
務
局
に
相
続
登
記
申
請
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
令
和
６
年
４

月
１
日
か
ら
は
、
同
登
記
の
申
請
が
義

務
付
け
ら
れ
、
正
当
な
理
由
な
く
義
務

を
怠
っ
た
と
き
は
、
10
万
円
以
下
の
過

料
の
適
用
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
早

め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
法
務
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
釧
路
地
方
法
務
局
帯
広
支
局

　
　

(

☎
０
１
５
５
・
２
４
・
５
８
３
５)

女
性
の
た
め
の

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　
釧
路
地
方
法
務
局
帯
広
支
局
と
帯
広

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
毎
年
帯

広
市
と
の
共
催
で
「
女
性
の
た
め
の
人

権
な
ん
で
も
相
談
所
」
を
年
４
回
開
催

し
て
い
ま
す
。
第
３
回
は
次
の
日
程
で

開
催
し
ま
す
。

　
お
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な

お
新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
に
よ
り
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

○
日
時

　
９
月
14
日
（
水
）

　
午
後
１
時
～
３
時
半

※
最
終
受
付
：
午
後
３
時

○
場
所

　
と
か
ち
プ
ラ
ザ
１
階
大
集
会
室

　

(

帯
広
市
西
４
条
南
13)

○
対
象
者　
女
性
の
方
の
み

○
相
談
員

　

�

帯
広
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
所
属
の

人
権
擁
護
委
員

○
相
談
内
容

　

�

セ
ク
ハ
ラ
や
Ｄ
Ｖ
、
職
場
で
の
男
女

差
別
な
ど
、
人
権
に
関
す
る
内
容

○
そ
の
他

・
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

・
相
談
は
無
料
で
す
。

・
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

問　
帯
広
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
・

　
　
釧
路
地
方
法
務
局
帯
広
支
局

　
　
（
０
１
５
５
・
２
４
・
５
８
５
３
）

ア
イ
ヌ
の
方
々
か
ら
の

様
々
な
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

　
日
常
生
活
で
お
困
り
の
こ
と
、
嫌
が

ら
せ
、
差
別
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
な

ど
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
相
談
は
無
料
で
す
。

・
匿
名
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

・
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
相
談
電
話
番
号

　

�

ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め
の
専
用
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル

　
０
１
２
０
・
７
７
１
・
２
０
８

○
受
付　
月
曜
日
～
金
曜
日

※
祝
日
、
12
月
29
日
～
１
月
３
日
を
除
く

○
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※�

本
相
談
事
業
は
、（
公
財
）
人
権
教

育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
が
、
厚
生
労

働
省
生
活
相
談
充
実
事
業
に
よ
り
実

施
す
る
も
の
で
す
。

札幌国税局ＨＰ 
　＞ 消費税のインボイス制度説明会・登録申請相談会
　◆�消費税の基本的な仕組みから理解されたい方

向けの「インボイス説明会」も開催しています！
　◆�国税庁ではオンライン説明会を開催中！！
　※�説明会の模様は、YouTube チャンネルでい
つでも視聴可能です
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
借
金
・
金
融
一
般
相
談
会

　
北
海
道
財
務
局
の
専
門
の
相
談
員
が

「
借
金
の
悩
み
」
を
親
身
に
な
っ
て
お

聞
き
し
、
あ
な
た
に
合
っ
た
解
決
方
法

を
提
案
し
ま
す
。
ま
た
、「
預
金
・
融
資
、

保
険
な
ど
金
融
全
般
」
の
ご
相
談
も
受

け
付
け
ま
す
。

　
当
日
会
場
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い

方
は
、
常
設
の
相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
ち
ら
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　
９
月
15
日
（
木
）

　
午
前
10
時
～
12
時
／

　
午
後
１
時
～
２
時

○
場
所

　
帯
広
第
２
地
方
合
同
庁
舎
５
階

　
帯
広
財
務
事
務
所
会
議
室

　

(

帯
広
市
西
５
条
南
８)

○
相
談
担
当
者

　
家
事
・
民
事
各
調
停
委
員

○
そ
の
他

・�

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
相
談
は
無
料
で
す
。

・
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
常
設
相
談
窓
口

・
多
重
債
務
相
談
窓
口

　
（
０
１
１
・
８
０
７
・
５
１
４
４
）

・
金
融
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

　
（
０
１
１
・
８
０
７
・
５
１
４
５
）

・
中
小
企
業
等
金
融
円
滑
化
相
談
窓
口

　
（
０
１
１
・
７
２
９
・
０
１
７
７
）

問　
北
海
道
財
務
局
相
談
員
直
通

　
　
（
☎
０
１
１
・
８
０
７
・
５
１
４
４
）

第
３２
回
公
証
週
間　
電
話
相
談

　
10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
公
証
週

間
で
す
。
公
証
制
度
を
広
く
国
民
の
間

に
普
及
さ
せ
る
た
め
、
日
本
公
証
人
連

合
会
本
部
に
お
い
て
、
電
話
相
談
を
実

施
し
ま
す
。

○
日
時

　
10
月
１
日
（
土
）
～
７
日
（
金
）

　
午
前
９
時
半
～
正
午
／

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時
半

※
期
間
中
は
土
日
も
実
施
し
ま
す
。

○
内
容

　
�

遺
言
、
任
意
後
見
契
約
な
ど
公
証
事

務
全
般

○
電
話
番
号

　
０
３
・
３
５
０
２
・
８
２
３
９

無
料
調
停
相
談
会

　
調
停
は
、
裁
判
の
よ
う
に
勝
ち
負
け

を
決
め
る
の
で
は
な
く
、
話
し
合
い
に

よ
り
お
互
い
が
合
意
す
る
こ
と
で
揉
め

事
の
解
決
を
図
る
手
続
で
す
。

　
今
年
も
調
停
制
度
の
啓
蒙
を
図
る
た

め
、
次
の
と
お
り
無
料
調
停
相
談
会
を

実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　
９
月
25
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

○
場
所

　
と
か
ち
プ
ラ
ザ
１
階
大
集
会
室

　

(

帯
広
市
西
４
条
南
13)

○
相
談
担
当
者

　
家
事
・
民
事
各
調
停
委
員

○
相
談
内
容

　

�

夫
婦
関
係
・
親
子
問
題
・
相
続
・
金

銭
・
交
通
事
故
・
土
地
建
物
等

※�

裁
判
所
で
係
争
中
の
事
件
の
相
談
を

除
き
ま
す

○
そ
の
他

・�

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
相
談
は
無
料
で
す
。

問　

�

釧
路
地
方
・
家
庭
裁
判
所
帯
広
支

部
内　
帯
広
調
停
協
会

　
　
（
☎
０
１
５
５
・
２
３
・
５
１
４
１
）

特
殊
詐
欺
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

○
自
分
で
で
き
る
こ
と

・�

電
話
防
犯
機
器
や
留
守
番
電
話
を
活

用
し
ま
し
ょ
う

・�

一
番
相
談
し
や
す
い
相
談
先
を
決
め

て
お
き
ま
し
ょ
う

○
家
庭
で
で
き
る
こ
と

・�

普
段
か
ら
家
族
と
顔
を
合
わ
せ
た
り
、

連
絡
を
取
り
合
い
ま
し
ょ
う

・�

詐
欺
の
手
口
に
関
心
を
持
ち
、
注
意

し
合
い
ま
し
ょ
う

・�

家
族
だ
け
が
分
か
る
合
言
葉
を
決
め

て
お
き
ま
し
ょ
う

○
地
域
で
で
き
る
こ
と

・�
御
近
所
さ
ん
同
士
で
、
普
段
か
ら
あ

い
さ
つ
等
声
を
掛
け
合
い
ま
し
ょ
う

・�

詐
欺
の
手
口
に
関
心
を
持
ち
、
注
意

し
合
い
ま
し
ょ
う

・�

ご
近
所
さ
ん
の
相
談
に
乗
っ
て
あ
げ

ま
し
ょ
う

詐
欺
電
話
が
来
た
ら
、
＃
９
１
１
０
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
広
尾
警
察
署
（
☎
２
・
０
１
１
０
）

催
し

※
注
意
※

催
し
は
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
状
況

に
よ
り
、中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

か
た
つ
む
り
カ
フ
ェ

　
も
の
忘
れ
が
多
く
な
っ
て
き
て
不
安

を
感
じ
て
い
る
方
や
ご
家
族
が
集
ま
り

ゆ
っ
く
り
と
過
ご
せ
る
場
で
す
。

　
認
知
症
に
関
す
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

月
２
回
（
第
１
・
第
３
木
曜
日
）
開
催

し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

○
日
時

　
９
月
１
日
（
木
）
午
前
10
時
半
～

　
９
月
15
日
（
木
）
午
前
10
時
半
～

○
場
所

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
注
意
事
項

　

�

出
か
け
る
前
に
自
宅
で
体
温
測
定
を

し
て
発
熱
が
無
い
こ
と
や
体
調
不
良

で
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
２
・
３
３
７
０
）

広
尾
消
防
火
災
予
防
フ
ェ
ス
タ

　
広
尾
消
防
署
で
は
、
防
災
週
間
に
合

わ
せ
火
災
予
防
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
す
。
例
年
、
年
に
１
度
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、

令
和
元
年
以
来
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　
当
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
煙
体
験
・
放
水

体
験
な
ど
、
消
防
活
動
に
関
わ
る
様
々

な
体
験
が
出
来
る
ほ
か
、
来
場
し
た
方

に
防
火
景
品
を
配
布
で
き
る
よ
う
準
備

し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
来
場
を

職
員
一
同
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
日
時

　
９
月
３
日
（
土
）

　
午
後
１
時
半
～
３
時
半

○
会
場

　
広
尾
消
防
署
敷
地
内

○
参
加
対
象
者

　
小
学
生
以
下

※
保
護
者
の
付
き
添
い
２
人
ま
で

問　
広
尾
消
防
署
予
防
係

　
　
（
☎
２
・
２
７
３
０
）

救
命
講
習
会

　
９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
で
す
。

　
広
尾
消
防
署
で
は
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
あ
な

た
の
家
族
や
友
人
な
ど
の
命
を
救
う
た

め
に
、
こ
の
機
会
に
受
講
し
て
知
識
と

技
術
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

○
講
習
種
別　
救
命
入
門
コ
ー
ス

○
講
習
日
時

　
９
月
10
日
（
土
）

　
午
前
10
時
半
～
正
午

○
場
所

　
広
尾
町
消
防
総
合
庁
舎

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー

○
定
員　
10
人

○
受
講
資
格　
10
才
以
上

○
受
講
料　
無
料

○
申
込
締
切　
９
月
９
日
（
金
）
ま
で

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す

問　
広
尾
消
防
署
救
急
係

　
　
（
☎
２
・
２
７
３
０
）

の
び
の
び
サ
ロ
ン

　
心
が
つ
か
れ
て
い
る
な
と
感
じ
て
い

る
方
が
誰
で
も
ホ
ッ
と
で
き
る
サ
ロ
ン

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
心
地
の
良
い
居
場
所
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
９
月
10
日(

土)

　
　
　
　
午
後
１
時
半

○
場
所　
青
少
年
会
館

○
内
容

　

�

運
動
を
し
ま
す
。
各
自
タ
オ
ル
上
靴

な
ど
を
持
参
く
だ
さ
い
。

問　
福
祉
係(

☎
２
・
０
１
７
２)

認
知
症
に
関
す
る
講
演
会

　
「
認
知
症
に
な
っ
て
も
希
望
を
育
む

こ
と
が
で
き
る
地
域
を
め
ざ
し
て
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
正

し
い
認
知
症
の
理
解
を
深
め
る
機
会
と

し
て
、
ま
た
認
知
症
に
な
っ
て
も
自
分

ら
し
く
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
の
あ

り
方
を
考
え
る
機
会
と
し
て
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

○
日
時

　
９
月
27
日
（
火
）
午
後
７
時
～

　
※
開
場　
午
後
６
時
半
～

○
場
所

　
児
童
福
祉
会
館

〇
講
師　
宮
崎　
直
人
氏

　
（
有
）
グ
ッ
ド
ラ
イ
フ
代
表
取
締
役

〇
定
員　
80
人

〇
申
込
み
期
限　
９
月
22
日
（
木
）

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
２
・
３
３
７
０
）

弁
護
士
お
な
や
み
ご
と
相
談

ｉ
ｎ
十
勝

　
帯
広
弁
護
士
協
会
で
は
、
無
料
法
律

相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
法
律
相
談
は
も
ち
ろ
ん
、
遺
言
や
離

婚
問
題
な
ど
、
身
近
な
悩
み
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
予
約
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
日
時
：
９
月
20
日
（
火
）

　
午
後
１
時
～
４
時

○
会
場
：
コ
ミ
セ
ン
２
階
会
議
室

問　
釧
路
弁
護
士
会
帯
広
会
館

　
　
（
☎
０
１
５
５
・
６
６
・
４
８
７
７
）

生
活
・
仕
事
相
談
会

　
「
生
活
」
や
「
仕
事
」
の
こ
と
な
ど
、

誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
困
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
れ
ば
、
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
相
談
会
に
は
事
前
申
込

み
が
必
要
で
す
。

　
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
９
月
20
日(

火)

　
　
　
　
午
後
３
時

○
場
所　
コ
ミ
セ
ン
２
階
大
ホ
ー
ル

問　
と
か
ち
生
活
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー

　
　

(

☎
０
１
５
５
・
６
６
・
７
１
１
２)

※
「
と
か
ち
生
活
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
」

で
検
索
く
だ
さ
い
。
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
広
尾
書
道
会　
９
月
の
講
座

　
一
般
の
家
庭
の
中
に
書
が
飾
ら
れ
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ

ば
、
書
は
ま
す
ま
す
社
会
か
ら
浮
き
上

が
り
そ
の
存
在
感
が
失
わ
れ
ま
す
。

　
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
書
に
親
し
む

チ
ャ
ン
ス
を
多
く
す
る
こ
と
が
書
の
理

解
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。
美
し
い
筆
者
は
皆
さ
ん
の

憧
れ
、
初
心
者
の
方
も
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
、
み
ん
な
で
気
軽
に
楽
し
く
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
一
文
字
展
・
書
道
講
座

○
日
時
・
会
場

３
日(

土)

、
４
日(

日)

、

17
日(

土)

・
一
文
字
展

　
午
前
11
時
～
午
後
４
時

　
児
童
福
祉
会
館
ロ
ビ
ー

・
書
道
講
座

　
午
後
４
時
～
５
時

　
児
童
福
祉
会
館
２
階
和
室

②
茶
道
マ
ナ
ー
講
座

○
日
時�

18
日(

日)

、
25
日(

日)

・
午
前
の
部　
午
前
11
時
～
12
時
半

・
午
後
の
部�

午
後
１
時
～
２
時
半

○
会
場　
児
童
福
祉
会
館　

２
階
和
室

○
持
ち
物　
白
ソ
ッ
ク
ス

※
マ
ナ
ー
講
座
で
は
教
材
費
と
し
て
、

　
五
百
円
い
た
だ
き
ま
す
。

③
そ
の
他

・
参
加
無
料

・
事
前
申
し
込
み
不
要

・
書
き
た
い
も
の
を
持
参
可

・
用
具
な
ど
に
関
し
て
の
相
談
可

・
書
道
用
具
を
持
っ
て
い
る
方
は
ご

　
持
参
く
だ
さ
い
。

問　
広
尾
町
文
化
協
会
所
属

　
　
広
尾
書
道
会　
代
表　
笹
川

　
　
（
☎
２
・
３
２
７
８
）

掲
載
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
毎
月
１
日
発
行
の
広
報
ひ
ろ
お
に
掲

載
す
る
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
（
様

式
は
任
意
）。

○
掲
載
可
能
な
情
報

　

�

町
民
（
又
は
団
体
）
が
主
催
す
る
イ

ベ
ン
ト
情
報
、
団
体
（
サ
ー
ク
ル
）

の
メ
ン
バ
ー
募
集
情
報
な
ど
、
公
益

的
な
情
報

(

注)�

広
報
紙
へ
の
掲
載
が
適
さ
な
い

と
判
断
さ
れ
た
情
報
は
掲
載
を

お
断
り
し
ま
す
。

○
料
金

　

�

無
料
。
た
だ
し
、
チ
ラ
シ
折
込
を
す

る
場
合
は
、
有
料
と
な
り
ま
す
。

○
原
稿
の
提
出
締
切
り

　
10
月
号　
９
月
７
日
（
水
）

　
11
月
号　
10
月
６
日
（
木
）

○
提
出
先

　
企
画
課
ふ
れ
あ
い
の
係

※�

郵
送
、
持
参
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
等

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
ふ
れ
あ
い
の
係(

☎
２
・
０
１
８
４)

ご
意
見
箱
の
コ
ー
ナ
ー

　
町
民
の
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
と

そ
の
回
答
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
婚
活
サ
ポ
ー
ト
等
の
企
画
』

　
婚
活
サ
ポ
ー
ト
等
の
企
画
が
あ
る
と

嬉
し
い
で
す
。
子
育
て
支
援
は
あ
り
ま

す
が
、
出
会
い
に
関
す
る
も
の
が
無
い

の
で
…

【
回
答
】

　
令
和
元
年
度
に
町
、
産
業
・
経
済
団

体
、
帯
広
信
用
金
庫
に
よ
る
連
携
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。
帯
広
信
用
金
庫
が

運
営
す
る
結
婚
相
談
所
事
業
「
お
び
し

ん
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
」
と
連
携
・
協
力
し
、

「
出
会
い
の
場
創
出
事
業
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
３
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
ま
ち
づ
く
り
推
進
総
合
計
画
で
も
、

人
口
減
少
対
策
と
し
て
結
婚
支
援
事
業

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
昨
年
実
施
し
た
「
結
婚
等

に
関
す
る
意
識
調
査
」
の
結
果
等
を
踏

ま
え
、
同
じ
趣
味
や
特
技
を
生
か
せ
る

活
動
を
通
し
て
異
業
種
、
多
世
代
の
方
々

が
交
流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

�

（
担
当
：
企
画
防
災
係
）

『
み
ん
な
が
利
用
で
き
る
「
場
」
を
』

　
広
尾
の
中
学
生
や
高
校
生
が
放
課
後

に
勉
強
し
た
り
、
集
ま
っ
て
色
々
な
こ

と
が
で
き
る
「
場
」
が
欲
し
い
。
今
は

コ
ロ
ナ
禍
で
図
書
館
で
集
ま
っ
て
勉
強

も
で
き
な
い
。
だ
け
ど
中
学
生
も
高
校

生
も
、
中
間
テ
ス
ト
も
期
末
テ
ス
ト
も

来
る
。
コ
ロ
ナ
が
理
由
で
「
場
」
が
無

い
の
は
お
か
し
い
。
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
が

と
れ
て
、換
気
も
で
き
る
、安
全
な「
場
」

を
用
意
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

【
回
答
】

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
密
に
な
る
状
況
を
避

け
る
た
め
、
閲
覧
用
机
に
お
い
て
椅
子

の
数
を
減
ら
し
、
勉
強
の
た
め
の
利
用

が
し
に
く
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
勉
強
の
た
め
の
利
用
が
多

い
場
合
は
、
施
設
内
３
階
会
議
室
や
２

階
和
室
な
ど
の
予
約
が
入
っ
て
い
な
い

部
屋
を
利
用
し
、
対
応
い
た
し
ま
す
。

　
ご
利
用
の
際
は
、
図
書
館
事
務
室
ま

で
声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。

�

（
担
当
：
図
書
館
係
）

　
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

　
ご
意
見
箱
は
役
場
１
階
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
、
児
童
福
祉
会
館
（
図
書
館
）、

老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
記
入
用
紙
と
と

も
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

問　
ふ
れ
あ
い
の
係

　
　
（
☎
２
・
０
１
８
４
）

町
民
か
わ
ら
版

広尾町国民健康保険病院からのお知らせ

1　週

藤田
2　週

荒井
3　週

藤田
4　週

山口
5　週

輪番（山口・荒井）

受付
時間
夜間 木のみ■受付時間 17：00～18：30　■診療時間 17：30～19：00

■午前 08：30～11：30
■午後 13：00～16：00

診療
時間

■午前 09：00～12：00
■午後 13：30～17：00

荒井 荒井

ー

ー

月 火 水 木 金
藤田 ー 荒井 藤田

　 　

　

　 山口 山口 山口 ー

ーーー ー

外来診療

　

予約
優先

木曜日
のみ

藤田

ー ーーーー

ー ー

荒井 ー

ー

ーーー

ー

ー ー ー

ー

ー

ー ーー

ー ー 佐土根 鎌田
（1・2・4週）（3週）

赤津

ー

ー

遠田 ー

　 　

　 　 　 　

　 　 　

友田

藤田

友田

清水
予約制14：00～

診察14：30～

診察14：00～

予
約
優
先

内視鏡検査

予約制

診察9：30～
土居

坂上
（隔週）

ー ーーーー

ー ーーーー

大江
（1・3週）

小熊
（4週）

梶田
（2・4週）

布施
奇数月
2週

内　科

外 科

整形外科

消化器内科

循環器内科

脳神経外科

耳鼻咽喉科

眼 科

皮 膚 科

精 神 科

夜間診療

木村
（2・4週）
関口

（1・3・5週）

　

受診するにはまず、帯広の各専門病院（大江・緑ヶ丘・厚生）を受診してください。症状が安定し、「広尾町国保病院
への通院でよい」と担当医師に判断された方が当院で受診することができます。（サテライト診療）精神科受診の注意

〈お問い合わせ ☎2-3111〉
〒089-2622 公園通南4-1尾町国民健康保険病院

地方独立行政法人

 

午
　後

午
　前

午
　後

午
　前

午
　後

午
　前

午
　後

午
　前

山口ー
午
　後

午
　前

午
　後

午
　前

午
　後

午
　前

午
　後

午
　前

午
　後

午
　前

午
　後

午
　前

午
　後

午
　前

午
　後

午
　前

午
　後

午
　前

午
　後

午
　前

午
　後

午
　前

午
　後

午
　前

午
　後

午
　前

午
　後

　 後藤午
　後

午
　前

　 ー
午
　前

午
　後

午
　前

午
　後

午
　前

午
　後

午
　前

午
　後

午
　前

ー原渕
（1・3週）

午
　後

午
　前

前　側 後ろ側肩関節
❶

上　肢
❶

肩関節
❷

肘関節
❶

下　肢
❸

足　部
❸

腰背部
❷

手　部
❶

股関節
❸

膝関節
❸

お気軽にどうぞ！
整形外科の受診について 当院では、北斗病院より専門性の高い

医師達が派遣され診察を行っています。
専門分野以外の診療（整形外科全般）も行っており
ますので、お気軽にお問い合わせください。

❶ 第2・4火曜日〈午前〉 木村先生肩から上肢
手の疾患

❷ 第1・3・5火曜日〈午前〉 関口先生腰や首の疾患

❶ ～ ❸ 毎 週 水 曜 日〈午後〉 土居先生
毎 週 木 曜 日〈午前〉 清水先生

整形外科
疾患全般
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広尾町国民健康保険病院からのお知らせ

1　週

藤田
2　週

荒井
3　週

藤田
4　週

山口
5　週

輪番（山口・荒井）

受付
時間
夜間 木のみ■受付時間 17：00～18：30　■診療時間 17：30～19：00

■午前 08：30～11：30
■午後 13：00～16：00

診療
時間

■午前 09：00～12：00
■午後 13：30～17：00

荒井 荒井

ー

ー

月 火 水 木 金
藤田 ー 荒井 藤田

　 　

　

　 山口 山口 山口 ー

ーーー ー

外来診療

　

予約
優先

木曜日
のみ

藤田

ー ーーーー

ー ー

荒井 ー

ー

ーーー

ー

ー ー ー

ー

ー

ー ーー

ー ー 佐土根 鎌田
（1・2・4週）（3週）

赤津

ー

ー

遠田 ー

　 　

　 　 　 　

　 　 　

友田

藤田

友田

清水
予約制14：00～

診察14：30～

診察14：00～

予
約
優
先

内視鏡検査

予約制

診察9：30～
土居

坂上
（隔週）

ー ーーーー

ー ーーーー

大江
（1・3週）

小熊
（4週）

梶田
（2・4週）

布施
奇数月
2週

内　科

外 科

整形外科

消化器内科

循環器内科

脳神経外科

耳鼻咽喉科

眼 科

皮 膚 科

精 神 科

夜間診療

木村
（2・4週）
関口

（1・3・5週）

　

受診するにはまず、帯広の各専門病院（大江・緑ヶ丘・厚生）を受診してください。症状が安定し、「広尾町国保病院
への通院でよい」と担当医師に判断された方が当院で受診することができます。（サテライト診療）精神科受診の注意

〈お問い合わせ ☎2-3111〉
〒089-2622 公園通南4-1尾町国民健康保険病院

地方独立行政法人

 

午
　後

午
　前

午
　後

午
　前

午
　後

午
　前

午
　後

午
　前

山口ー
午
　後

午
　前

午
　後

午
　前

午
　後

午
　前

午
　後

午
　前

午
　後

午
　前

午
　後

午
　前

午
　後

午
　前

午
　後

午
　前

午
　後

午
　前

午
　後

午
　前

午
　後

午
　前

午
　後

午
　前

午
　後

午
　前

午
　後

　 後藤午
　後

午
　前

　 ー
午
　前

午
　後

午
　前

午
　後

午
　前

午
　後

午
　前

午
　後

午
　前

ー原渕
（1・3週）

午
　後

午
　前

前　側 後ろ側肩関節
❶

上　肢
❶

肩関節
❷

肘関節
❶

下　肢
❸

足　部
❸

腰背部
❷

手　部
❶

股関節
❸

膝関節
❸

お気軽にどうぞ！
整形外科の受診について 当院では、北斗病院より専門性の高い

医師達が派遣され診察を行っています。
専門分野以外の診療（整形外科全般）も行っており
ますので、お気軽にお問い合わせください。

❶ 第2・4火曜日〈午前〉 木村先生肩から上肢
手の疾患

❷ 第1・3・5火曜日〈午前〉 関口先生腰や首の疾患

❶ ～ ❸ 毎 週 水 曜 日〈午後〉 土居先生
毎 週 木 曜 日〈午前〉 清水先生

整形外科
疾患全般
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シリーズ国民年金／地域包括支援センター

370

89

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た

年
金
手
続
の
電
子
申
請
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
！

　
令
和
４
年
５
月
か
ら
年
金
手
続
の
一

部
に
お
い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
利
用
し
た
電
子
申
請
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
を
連
携
い
た
だ
く
と
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
申
請
が
可
能
と
な
り
、
市
町
村
窓

口
に
出
向
か
ず
に
紙
の
申
請
書
に
記
入

す
る
必
要
が
な
く
、
簡
単
に
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
方
は
ご
自
宅
や
職

場
な
ど
か
ら
夜
間
や
休
日
で
も
時
間
を

問
わ
ず
に
左
記
の
お
手
続
き
を
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

①
国
民
年
金
の
加
入
資
格
取
得

　
・
種
別
変
更

②
国
民
年
金
の
免
除
・
猶
予

③
学
生
特
例
納
付
・
免
除
・
猶
予

　
認
知
症
は
、
誰
も
が
な
り
う
る
も

の
で
あ
り
、
３
年
後
に
は
65
歳
以
上

の
５
人
に
１
人
が
認
知
症
に
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
の
人
と

そ
の
家
族
が
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続

け
る
た
め
に
は
地
域
の
多
く
の
人
が

正
し
い
知
識
と
理
解
を
持
つ
こ
と
が

非
常
に
大
切
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
自
分
ご
と
と
し
て

認
知
症
の
こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

認
知
症
の
理
解
を
深
め
る
機
会

〇
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
５
人
以
上

で
開
催
で
き
ま
す
の
で
お
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
図
書
館
に
「
認
知
症
コ
ー
ナ
ー
」

を
設
け
て
お
り
利
用
し
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。

〇
基
本
的
な
情
報
が
得
ら
れ
る
「
認

知
症
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
や
町
内
の
医
療
機
関

等
に
配
置
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
予
防

〇
運
動
不
足
の
改
善
、
糖
尿
病
や
高

◆
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
の
連
携
方
法

　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
へ
ロ
グ
イ
ン
後
、

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
「
注
目
の
情
報
」

か
ら
「
年
金
記
録
・
見
込
額
を
見
る

（
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
）」
を
選
択
し
、

手
続
き
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
保
険
料
免
除
・

納
付
猶
予
申
請
や
学
生
納
付
特
例
申

請
に
関
す
る
申
請
書
情
報
等
を
電
子

送
付
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
さ

ら
に
便
利
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
年
金
機
構
の
ペ
ー
ジ
で

　
　
　
　
　

問　
帯
広
年
金
事
務
所

　
　
（
☎
０
１
５
５・２
５・８
１
１
３
）

　
　
又
は
住
民
課
住
民
係

　
　
（
☎
２・０
１
７
１
）

血
圧
等
の
生
活
習
慣
病
の
予
防
、
社

会
参
加
に
よ
る
社
会
的
孤
立
の
解
消

や
役
割
の
保
持
な
ど
が
認
知
症
の
発

症
予
防
に
有
効
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

65
歳
以
上
の
方
が
身
近
に
あ
る
「
通

い
の
場
」
に
参
加
し
て
生
き
生
き
と

活
動
す
る
こ
と
は
認
知
症
予
防
や
発

症
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
の
活
動

〇
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
見
守

る
応
援
団
「
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
か
た

つ
む
り
１
号
」
が
地
域
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
は
今
後

ま
す
ま
す
大
切
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
２・３
３
７
０
）

９
月
は「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
」で
す

国
民
年
金
の
電
子
申
請
に
つ
い
て
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厚
生
連
巡
回
ド
ッ
ク

　
厚
生
連
の
人
間
ド
ッ
ク
を
１
時

間
半
程
度
で
お
手
軽
に
受
診
で
き

ま
す
。
広
尾
に
来
る
の
は
今
年
度
、

こ
の
日
の
み
と
な
り
ま
す
。

日
時　
10
月
28
日
（
金
）　　

受
付　
６
時
～
11
時

対
象　

�

35
歳
以
上
の
国
保
加
入
者
、

後
期
高
齢
者
、
農
協
組
合

員

場
所　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

申
込　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
９
月
22
日
（
木
）
ま
で

検
診
内
容
・
料
金

※
70
歳
以
上
の
方
は
無
料
で
す
。

※�

農
協
組
合
員
は
農
協
よ
り
検
診

料
金
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。

※�

農
協
組
合
員
は
広
尾
町
農
業
協

同
組
合
（
☎
５・２
１
２
１
）

ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
ド
ッ
ク
助
成

対
象　

�

受
診
時
に
30
歳
以
上
の
町

民
の
う
ち
、
左
記
に
当
て

は
ま
る
方
。

①
社
会
保
険
被
保
険
者
（
本
人
）

②�

社
会
保
険
被
扶
養
者
（
家
族
）

の
う
ち
、
広
尾
町
国
保
病
院
で

特
定
健
診
受
診
券
が
使
用
で
き

な
い
方
。

※�

社
会
保
険
被
扶
養
者（
家
族
）で
、

他
の
医
療
機
関
、
健
診
機
関
で

特
定
健
診
を
既
に
受
け
た
方
は

対
象
外
で
す
。

定
員　
60
人

助
成
金
額　
７
，
１
５
０
円

場
所
・
申
込　
広
尾
町
国
保
病
院

※�

受
診
希
望
日
の
２
週
間
前
ま
で

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ハ
ッ
ピ
ー
マ
タ
ニ
テ
ィ

　
こ
れ
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る

マ
マ
へ
、
か
ら
だ
と
心
の
準
備
の

た
め
の
教
室
で
す
。
病
院
の
マ
マ

学
級
で
は
体
験
で
き
な
い
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

日
時　
９
月
30
日
（
金
）

　
　
　
13
時
～
15
時

対
象　

�

妊
娠
11
週
～
32
週
頃
の
妊
婦

講
師　
い
ず
み
さ
ん
ち　

　
　
　
前
川
泉
助
産
師

内
容　

�

助
産
師
、
保
健
師
、
管
理

栄
養
士
に
よ
る
講
話
（
赤

こ
ど
も
の
定
期
予
防
接
種

　
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
は
、
早

め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

日
時　
毎
週
水
曜
日

　
　
　
11
時
～
11
時
半

　
　
　
毎
週
木
曜
日

　
　
　
16
時
～
16
時
半

場
所　

�

広
尾
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ

ク
（
東
１
条
14
丁
目
）

※�

２
営
業
日
前
ま
で
に
要
予
約
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
予
約

が
お
す
す
め
で
す
。

◆
麻
し
ん
・
風
し
ん

対
象　

第
１
期　
１
歳
～
２
歳
未
満

第
２
期　

�

Ｈ
28
年
４
月
２
日
～
Ｈ

29
年
４
月
１
日
生
ま
れ

◆
日
本
脳
炎

対
象
・
回
数

第
１
期
初
回
２
回
・
追
加
１
回

　
６
カ
月
～
７
歳
６
カ
月
未
満

第
２
期
１
回

　
９
歳
以
上
13
歳
未
満

※�

そ
の
他
、
平
成
19
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、
必
要

回
数
の
接
種
が
終
わ
っ
て
い
な

い
方
に
対
し
て
は
、
20
歳
に
な

る
ま
で
の
間
に
接
種
可
能
で
す
。

ち
ゃ
ん
の
成
長
発
達
、
母

体
の
変
化
、
妊
娠
期
の
食

事
、
産
前
産
後
の
か
ら
だ

ケ
ア
等
に
つ
い
て
）

場
所
・
申
込

　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

産
後
ケ
ア
事
業

　
出
産
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

産
後
の
お
母
さ
ん
の
心
身
ト
ラ
ブ

ル
や
赤
ち
ゃ
ん
と
の
生
活
で
気
に

な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
助

産
師
が
ご
自
宅
を
訪
問
し
、
悩
み

に
合
わ
せ
た
ケ
ア
を
行
い
ま
す
。

対
象　

�

産
後
１
年
未
満
の
お
母
さ

ん
と
赤
ち
ゃ
ん

※�

十
勝
管
内
に
里
帰
り
中
の
方
は
、

里
帰
り
先
へ
の
訪
問
も
で
き
ま

す
。

内
容

・�
お
母
さ
ん
の
心
身
の
ケ
ア

・
授
乳
に
関
す
る
相
談

・
育
児
に
関
す
る
相
談

・�

そ
の
他
、
お
母
さ
ん
や
赤
ち
ゃ

ん
に
必
要
な
ケ
ア

料
金　
１
回
１
，
６
５
０
円

※�

非
課
税
世
帯
、
生
活
保
護
世
帯

の
方
は
無
料
で
す
。

利
用
時
間
・
回
数

　
１
回
２
時
間
以
内
、
５
回
ま
で

申
込　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

ひ
ろ
お
子
育
て
ア
プ
リ

　
妊
娠
か
ら
出
産
、
育
児
ま
で
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
母
子
手
帳

ア
プ
リ
、「
ひ
ろ
お
子
育
て
ア
プ
リ
」

の
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。　
　

　
定
期
健
診
の
記
録
や
子
ど
も
の

予
防
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
管
理
で
き
ま
す
。

　
忙
し
い
子
育
て
世
代
に
ご
利
用

い
た
だ
き
た
い
ア
プ
リ
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

料
金　
無
料

ご
利
用
方
法　

①�

ア
プ
リ
ス
ト
ア
で
、「
母
子
モ
」

と
検
索

②
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

③�

ア
プ
リ
を
起
動
し
、
画
面
に
し

た
が
っ
て
ユ
ー
ザ
ー
・
お
子
さ

ん
の
情
報
等
を
登
録

※�

郵
便
番
号
や
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
を

登
録
す
る
と
、「
ひ
ろ
お
子
育

て
ア
プ
リ
」
と
し
て
ご
利
用
で

き
ま
す
。　
　
　
　
　

　
広
尾
町
か
ら
子
育
て
世
代
に
関

係
す
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
お
知
ら

せ
が
届
き
ま
す
の
で
、
ご
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
。

特定健診 無料
胃がん検診 1,000円
肺がん検診 300円
大腸がん検診 600円

オ
プ
シ
ョ
ン
検
査

前立腺がん検診
（50歳以上男性） 1,000円

肝炎ウイルス検査
（40〜70歳で初めての方） 700円

エキノコックス症検診
（５年に１回） 無料

骨粗しょう症検診
（40〜70歳女性、５年に１回） 700円
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出発!!移動図書館バス 新刊図書

一
般
書
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
焚
火
読
本�

笠
倉
出
版
社

◇
紛
争
地
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト�

白
川　
優
子

文
学
書
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
渚
の
螢
火�

坂
上　
泉

◇
闇
の
余
白�

石
川　
智
健

児
童
書
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
あ
か
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ

�

え
が
し
ら　
み
ち
こ
（
作
）

◇
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
に
ん
じ
ゃ
お
ば
け
あ
ら
わ
る
！

�

原　
ゆ
た
か

し
ん
き
ん
文
庫

壁
面
展
示
に
つ
い
て

９
月
の
行
事
予
定

　
「
オ
オ
シ
モ
フ
リ
エ
ダ
シ
ャ

ク
」
と
い
う
蛾
を
ご
存
知
で

す
か
？

　
オ
オ
シ
モ
フ
リ
エ
ダ
シ
ャ

ク
は
羽
が
う
す
い
色
と
こ
い

色
が
い
ま
す
。
産
業
革
命
の

時
代
、
人
間
は
工
場
を
作
り

石
炭
を
た
く
さ
ん
燃
や
し
空

気
が
汚
れ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
環
境
の
変
化
に
応
じ

て
生
き
て
い
く
蛾
の
物
語
を

美
し
い
絵
で
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
め
、

環
境
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
る
一
冊
で
す
。

　
今
年
も
日
高
信
用
金
庫

様
か
ら
、
図
書
の
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
知
っ
て
い
る
と
日
常
生

活
に
役
立
つ
内
容
の
も
の

が
計
23
冊
あ
り
ま
す
。
特

に
『
サ
ン
リ
オ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
読
む
楽
し
い
「
哲

学
」』
が
人
気
で
よ
く
借

り
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
図
書
館
職
員
お
す
す
め

は
、『
大
接
近
！
工
場
見

学　
ご
み
と
リ
サ
イ
ク
ル

編
』
で
す
。

　
７
月
５
日
～
８
月
７
日

に
七
夕
の
展
示
を
行
い
ま

し
た
。
天
の
川
や
織
姫
・

彦
星
を
表
現
し
た
壁
面
展

示
の
周
り
に
、
来
館
さ
れ

た
方
が
書
い
た
願
い
事
を

散
り
ば
め
ま
し
た
。

　
34
名
の
方
が
短
冊
に
願

い
事
を
書
い
て
く
れ
ま
し

た
。
願
い
が
叶
い
ま
す
よ

う
に
。

土
曜
お
は
な
し
会

日
時
：
９
月
24
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～

場
所
：
図
書
館

内
容
：�

絵
本
・
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い

ま
す
。

こ
の
本
、い
か
が
で
し
ょ
う

『
蛾　
姿
は
か
わ
る
』

�

イ
ザ
ベ
ル
・
ト
ー
マ
ス
：
文

�

ダ
ニ
エ
ル
・
イ
グ
ヌ
ス
：
絵

�
(

化
学
同
人)

出
版

※�昨年と時間帯が変更
になっているステー
ションがあります。

９
月
６
日
（火）

錦町寿の家 ９：５０～１０：０５

Ａコープサンタ村前 １３：２５～１３：４５

豊似公営住宅 １３：５５～１４：１５

野塚郵便局前 １４：３０～１４：５０

９
月
９
日
（金）

丸山寿の家 １０：５０～１１：１０

丸山３丁目集会所前 １１：２０～１１：４０

役場前 １１：５５～１２：１０

音調津郵便局前 １２：３５～１２：５０
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ご挨拶
　皆様こんにちは！今年度より地域おこし協力隊に着任しました、竹
田全（たけだあきら）と申します。農林課に所属し、農村活性化推
進員として農家さんの日々の作業のお手伝いや、広尾町農業の情報
発信を行っています。町民の皆様のお役にたてるように頑張ります！

夢は酪農家・広尾町との出会い
　札幌出身の私は今年の2月3日、30年間の人生で初めて広尾町を

訪れました。実はそれまで広尾町がどんな町なのか、正直まったく知りませんでした。というのも、酪農家として新
規就農を目指していた私は、就農候補地を探すため全道の各自治体や農協に連絡を取っていました。そんな時「た
またま」連絡をしたのが広尾町だったんです。
　数ある候補地の一つである広尾町を訪問することになり、まず驚いたことは、想像以上に酪農が盛んであったこと。
そして平らな草地が多いということでした。また、自然豊かで、更には新規参入者が多いということを知り、酪農家
を目指す上では持ってこいの地域だなという印象を受けました。役場で就農に向けての話を聞かせてもらい、帰る道
中にはもう「広尾で就農を目指す」気持ちはほぼ固まっていました。
　私は現在、農村活性化推進員として、町内の農家さんを回りながら就農に向けてのスキルを磨いています。すで
に何軒かの農家さんを訪問し、とても良くしてもらっており、ますます
広尾町で就農がしたいという気持ちが強くなりました。協力隊から新規
就農というと、あまり聞き馴染みがないと思いますが、広尾町農業の魅
力を自ら体感して発信し、最終的には自分自身が新規就農をすることで、
広尾町で酪農家を目指す人が増えるような活動をしていきたいと考え
ています。活動を進めていく中で、町民の皆様にはご協力いただくこと
もあると思いますが、これからどうぞよろしくお願いいたします。

　
俳
　
句

（
寄
木
吟
社
）

手
花
火
や
元
気
に
並
ぶ
膝
小
僧�

髙た
か
な
み浪　　

洋よ
う
こ子

ふ
じ
つ
ぼ
の
岩
盤
と
な
り
夏
の
汐�

佐さ
さ
き

々
木　
蓮れ
ん

月げ
つ

入
道
雲
ポ
パ
イ
の
腕
の
力
瘤�

中な
か
や
ま山　　

道み
ち
よ代

石
段
に
喘
ぐ
山
寺
夏
燕�

石い
し
や
ま山　

登と

志し

恵え

素
麺
を
短
く
切
っ
て
母
の
昼�

平ひ
ら
は
ら原　

伊い
つ
こ

都
子

豆
飯
や
今
年
も
母
の
忌
日
く
る�

伊い
と
う藤　

て
い
こ

　
短
　
歌

庭
先
で
鶯

う
ぐ
い
す

さ
え
ず
る
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ

　

姿
は
見
え
ぬ
木
陰
の
中
か�

本ほ
ん
だ田　
　
道み

ち
こ子

木
漏
れ
日
揺
れ
る
せ
せ
ら
ぎ
に
足
止
め
て

　

釣
り
糸
垂
ら
す
も
引
か
ぬ
竿
先�

佐さ

さ

き
々
木
恵え

み

こ
美
子

隊員日 記
Vol.76

広尾町
地域おこし協力隊

＼今月は竹田全です！／
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広尾町子育て支援センター（☎2－2553）　〒089-2621　公園通北２丁目51番地２《ひろお保育園内》
車でお越しの方は、保育園の駐車場をご利用ください。駐車場内はお子さんの手を引き、車には十分気をつけてください。

ミニ講話 おでかけ遊び
日　　時　９月９日（金）午前11時～
場　　所　子育て支援センター
対象年齢　２～４歳
＊�健康管理センターの保健師が子育てに
関するお話をします。講話中お子さん
は職員がお預かりしますので、気軽に
参加してください。

日　　時　９月29日（木）午前10時30分～
集合場所　海洋博物館前（字野塚989番地）
対象年齢　全年齢対象
持 ち 物　着替え、飲み物、タオル、敷物など
　　　　　０歳はベビーカーがあるといいです。
＊雨天時は子育て支援センターに変更です。
　対象年齢は２～４歳に変更となります。

９　月　の　あ　そ　び

月 火 水 木 金
１日 ２日　

１　　歳 ２～４歳
５日 ６日 ７日（お楽しみ広場） ８日　 ９日（ミニ講話）

１　　歳 ０　　歳 ２～４歳 １　　歳 ２～４歳
12日 13日（ママとも広場） 14日 15日（お楽しみ広場） 16日

０　　歳 １　　歳 ２～４歳 １　　歳 ０　　歳
19日　敬老の日 20日 21日 22日 23日　秋分の日

休　　所 ２～４歳 ０　　歳 １　　歳 休　　所
26日 27日（お楽しみ広場） 28日（絵本大好き） 29日（おでかけ遊び） 30日

２～４歳 ０　　歳 ０　　歳 全児対象 １　　歳

ふ
る
さ
と
を
学
ぶ
子
ど
も
た
ち

　
各
小
・
中
学
校
で
は
、
様
々
な
視
点
か

ら
広
尾
町
の
こ
と
を
学
ぶ
取
組
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
小
学
校
で
は
、
町
に
あ
る
色
々
な
施
設

や
産
業
の
様
子
、
町
の
歴
史
等
に
つ
い
て

学
習
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
町
の

人
た
ち
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
仕
組
を

知
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
中
学
校
で
は
、「
地
域
を
よ
り
深
く
知
る
」

と
い
う
こ
と
で
、
生
徒
自
ら
が
地
域
に
つ

い
て
の
考
え
や
意
見
を
持
っ
た
り
、
地
域

に
対
し
て
働
き
か
け
た
り
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
環
境
教
育
の
オ
オ
バ
ナ
ノ
エ

ン
レ
イ
ソ
ウ
の
学
習
は
、
地
域
自
然
を
守

る
た
め
に
生
徒
自
ら
が
自
然
環
境
の
保
全

に
働
き
か
け
て
い
る
事
例
と
い
え
ま
す
。

　
こ
う
し
た
地
域
を
探
究
す
る
学
習
活
動

を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
地
域
と
の
関

わ
り
を
深
め
、
自
分
や
周
り
の
人
々
の
人

間
性
に
目
覚
め
な
が
ら
、
将
来
へ
の
生
き

方
を
身
に
付
け
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
今
後
も
、
地
域
の
皆
様
に
は
、
地
域
教

材
や
人
材
を
活
用
し
た
各
校
の
教
育
活
動

へ
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。　

重
点
教
育
目
標
と
教
育
活
動

　
Ｃ
Ｓ
の
導
入
と
と
も
に
、
広
尾
町
の
小
・

中
学
校
及
び
広
尾
高
校
で
は
、
年
度
ご
と

に
重
点
教
育
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
達
成

に
向
け
一
年
間
の
教
育
活
動
を
精
選
し
充

実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
「
重
点
」
と
い
う
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、

学
校
が
子
ど
も
た
ち
の
実
態
や
課
題
か
ら
、

特
に
力
を
入
れ
て
育
成
を
目
指
す
内
容
が

短
い
言
葉
で
端
的
に
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
「
重
点
」
を
決
め
る
こ
と

で
、
全
校
的
な
視
野
と
理
解
で
先
生
方
が

協
働
し
て
指
導
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

先
生
方
か
ら
は
、
指
導
す
る
観
点
が
明
確

に
な
り
分
か
り
や
す
い
と
い
う
感
想
が
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、
学

習
や
学
校
生
活
で
の
目
標
を
し
っ
か
り
意

識
し
て
、
日
々
努
力
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
み
ん
な
で
一
つ
の
目
標
に
向
か
う
こ

と
で
心
強
さ
も
感
じ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
各
学
校
の
重
点
教
育
目
標
は
、「
Ｃ

Ｓ
の
窓
か
ら
」
や
広
尾
っ
子
応
援
団
だ
よ

り
に
も
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
地
域
の
皆
様
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
重
点
と
し
て
い
る

か
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
き
、
日
頃
の

子
ど
も
た
ち
へ
の
声
掛
け
や
温
か
い
ま
な

ざ
し
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
広
尾
町
教
育
委
員
会

�

生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
髙
橋
）

ＣＳの
　窓から
ＣＳの
　窓から

広尾町のＣＳ
（コミュニティ・スクール）の
取組について紹介します
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放課後読書等ふれあい広場・サテライト応援団本部 ( 14:30)
内科夜間診療（ 17:30※担当：藤田医師）

健康相談・すくすく相談（ 13:30）
秋季ニュースポーツフェスティバルひろお①～③（～７日）
①「フロアーリング競技」（ 19:00）

乳幼児健診（◇広尾ファミリークリニック14:00）
放課後読書等ふれあい広場・サテライト応援団本部 ( 14:30)
②「秋季ビーチボールバレー大会（男子の部）」（ 19:00）
お楽しみ広場（ 2～4歳対象）
すまいる元気塾「マジック講演」（ 10:00）
運転免許証更新時講習（ 違反10:00/ 優良13:00/ 一般13:45）
③「秋季ビーチボールバレー大会（女子の部）」（ 19:00）
年金相談（商工会館※要予約10:30）
放課後読書等ふれあい広場・サテライト応援団本部 ( 14:30)
内科夜間診療（ 17:30※担当：荒井医師）

ミニ講話（保）（ 2～4歳対象11：00）

広尾小運動会
のびのびサロン（ 13：30）

レディース検診（ 7:00）

健康相談・すくすく相談（ 13:30）
広尾町敬老会（※豊似地区）（ 14:00）

ママとも広場（ 1歳対象10：30）
乳幼児健診（◇広尾ファミリークリニック14:00）
放課後読書等ふれあい広場・サテライト応援団本部 ( 14:30)

お楽しみ広場（ 1歳対象）
放課後読書等ふれあい広場・サテライト応援団本部 ( 14:30)
内科夜間診療（ 17:30※担当：荒井医師）

おもいっきり楽しみ隊「秋の味覚を収穫しよう」(豊似10:00)

敬老の日

放課後読書等ふれあい広場・サテライト応援団本部 ( 14:30)
生活・仕事相談会（ 15:00※要予約）

広尾町敬老会（ 10:00～/14:00～）※２部制
放課後読書等ふれあい広場・サテライト応援団本部 ( 14:30)
内科夜間診療（ 17:30※担当：山口医師）

秋分の日

土曜おはなし会（ 10:30）

健康相談・すくすく相談（ 13:30）

お楽しみ広場（ 0歳対象）
放課後読書等ふれあい広場・サテライト応援団本部 ( 14:30)

総合防災訓練（第1部9:30、第2部10:50）
絵本大好き（ 10:30）

おでかけ遊び（海洋博物館前　全児対象）
放課後読書等ふれあい広場・サテライト応援団本部 ( 14:30)
内科夜間診療（ 17:30※担当：山口医師）

ハッピ―・マタニティ（ 13:00）

：コミュニティセンター　 ：健康管理センター　 ：子育て支援センター　 ：青少年会館
：老人福祉センター　 ：広尾町国民健康保険病院　 ：町立図書館　 ：児童福祉会館
：生活支援ハウスなごみ　 ：農村環境改善センター
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town_hiroo

広尾町公式ＳＮＳぜひ「フォロー」
してください
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９月の予定
◇町の乳幼児健診を行うため、６日（火）14：00～15：10、13日（火）14：00～15：00は広尾ファミリークリニックの一般診療を休診します。
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表紙の写真
８月６日（土）に十勝港海上花火大会
が開催されました。３年ぶりの開催と
なる今年の天気は雨模様でしたが、大
会は無事開催され、来場者は久しぶり
に打ち上げられた花火を楽しんでいま
した。（撮影：町民通信員　厚谷晃基）

休日当番病院　国保病院
人の動き　（　）内は前月比
�人　口　6,284人（＋１人）
�男　性　3,041人（＋１人）
�女　性　3,243人（±０人）
�世帯数　3,252世帯（＋６世帯）
内訳
�自然増減　−９
　（出生０人・死亡９人）
�社会増減　+10
　（転入等18人・転出等８人）

�※外国人住民を含みます
�　（７月31日現在）
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